平成23年　日本OP協会年次総会議事録

開催日時：平成23年8月20日（土）19:30～20:30

開催場所: 佐賀県ヨットハーバー　　３階　和室

総会出席理事：国見副会長、濱本理事長、矢野理事、榊場理事、田中理事、長堀理事、花田理事、深沢理事、牟田口理事（占部副会長、河内理事はプロテスト委員として審問中であったため欠席）

総会出席監事：秋山監事（周東監事はプロテスト委員として審問中であったため欠席）

審議に先立ち榊原理事（OP協会）より評議員総数44名に対し、出席評議員数28名（内委任状5名）でOP協会規約（第21条 – 1、総会の定足数及び議決方法）を満たしており本総会が成立したことが報告された。

尚、OP協会会長が所用で出席できなくなったため、国見副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を青山義弘氏（葉山町セーリング協会ジュニアレーシングチーム・東日本）及び濵田浩司氏（福山ジュニアヨットクラブ・西日本）として審議に入った。

議題1　　会長・副会長の再任について
＜結論＞　浅野会長・占部副会長が今年で任期終了となるため、理事会として継続で両名を推薦することに関して一同了承した。
議題２　　各委員会活動報告

＜結論＞　各委員会分を濱本理事長から総会資料に沿って報告・説明（ただし、会計のみ長堀理事から報告・説明）を行った。特に質疑は無く、評議員一同承認した。
議題３　　会計報告・監査報告

　＜結論＞　秋山監事から監査報告を行った。監査上、指摘事項は特になかった。
議題４　　　事業計画の中間報告
＜結論＞　各委員会分を濱本理事長から総会資料に沿って説明を行った。特に質疑は無く、評議員一同承認了承した。

議題５　　　各委員会活動計画報告

＜結論＞　各委員会分を濱本理事長から総会資料に沿って説明を行った。特に質疑は無く、評議員一同承認した。
　（議事詳細）

(1) レース委員会事業計画について、以下の補足・修正があった。

1 東日本選手権は、開催地は現在未定。（総会資料記載は葉山）

2 全日本選手権は、葉山新港・逗子マリーナで実施し、ホストクラブは、葉山町セーリング協会ジュニアレーシングチームとなる。

(2) 海外派遣委員会事業計画について、以下のとおり開催地・日程の補足があった

1 アジア選手権はスリランカで開催され、日程は6/2-6/10となる予定

2 欧州選手権はイタリアで開催され、日程は6/30-7/8となる予定

3 北米選手権はメキシコで開催され、日程は未定
4 ワールドは日程が変更となり　7/15-7/26となる予定
議題６　　予算案

　　　＜結論＞　各委員会分を長堀会計担当理事から総会資料に沿って説明を行った。特に質疑は無く、評議員一同承認した。
議題７　　役員改選

　　　＜結論＞真崎選挙管理委員長がプロテスト審問で欠席のため、牟田口理事が代理で説明。理事立候補者について定数内であるため、拍手で承認となり、特に異議なく立候補者6名を評議員全員拍手で承認。6名が理事となる。また、秋山監事も定数であるため、拍手で承認となり、特に異議なく秋山氏を評議員全員拍手で承認。
【選任理事】荒川渡・岡田正和・榊原和久・富沢修一・濱本徹夫・矢野荘一郎

　　【選任監事】秋山敏

　　【退任理事】牟田口利彦・土居修

議題８　　その他

(1) レース委員会より、全日本枠付レースの日逓調整について連絡
1 　全日本枠付きレースが同日程で開催されることが22年度は何度かあった。今後については、ＪＯＤＡレース委員会で可能な限り調整させていただきたい。レースの開催日程が決定もしくは予定している段階でＪＯＤＡのレース委員会へ連絡してほしい。日程が重なっている際には可能な限り調整させていただきたい。

(2) 全日本チームレースについての案内

1 全日本チームレースについて、今年から4名のチームとなる。上位2チームにはＮＴ選考の出場権利が与えられることからも振るって参加いただきたい。

休憩をはさみ、第一回理事会が開かれ、新理事長及び会計担当理事が次のように決定し、総会で報告された。

　　　　濱本　徹夫　　理事長

　　　　長堀　香津子　会計担当理事

以上を以て、平成23年　日本OP協会年次総会は終了した。

議事録作成日：　平成23年9月10日

作成者：　榊原　和久（OP協会理事）

議事録署名人：　青山義弘（葉山町セーリング協会ジュニアレーシングチーム）

　　　　　　　　濵田浩司（福山ジュニアヨットクラブ）
　

以上

